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学学校校ににおおけけるるフファァシシリリテテーーシショョンンのの展展開開をを促促進進すするる管管理理職職等等研研修修のの開開発発  

― 日本初の管理職用『ファシリテーション CBT（Computer Based Training）』

を媒介とした管理職研修プログラムの提案 ― 
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 本報告書は、文部科学省の委託事業として、国立大学法人北海道教育

大学が実施した「教員研修高度化支援 教員研修の高度化に資するモデ

ル開発事業」の成果を取りまとめたものです。 

 従って、本報告書の複製、転載、引用等には文部科学省の承認手続き

が必要です。 

 

 

 



目目      次次  

 

 

ⅠⅠ  日日本本最最高高水水準準のの「「教教員員研研修修用用教教育育実実践践力力向向上上 CCBBTT」」をを活活用用ししたた研研修修開開発発とと教教師師教教育育のの可可能能性性・・・・11 頁頁  

１ 養成-採用—研修の一体的改革と「教員研修用教育実践力向上 CBT」開発プロジェクトの意義 

２ 日本最高水準の「教員研修用教育実践力向上 CBT」と Training としての CBT の展開 

３ 「教員研修用教育実践力向上 CBT」を補完する全体構造と相互関連 

４ 学び続ける教師の育成と教員養成段階及び採用・研修段階の統一性の必要性 

５ 「教員研修用教育実践力向上 CBT」による課題意識の醸成と校内研修への活用の可能性 

６ 「教員研修用教育実践力向上 CBT」の開発・実践における北海道教育委員会・札幌市教育委員会との

連携 

７ 「教員研修用教育実践力向上 CBT」の制度的活用と CBT システム運用の財政的課題 

 

 

ⅡⅡ  「「教教員員研研修修用用教教育育実実践践力力向向上上 CCBBTT」」～～自自己己課課題題のの明明確確化化かからら省省察察的的実実践践者者へへ～～のの開開発発・・・・・・・・・・・・99 頁頁  

１ 事業の運営体制と開発プロセス 

２ 「教員研修用教育実践力向上 CBT」の概要 

（１）第１回 

（２）第２回 

（３）第３回 

 ３ 「教員研修用教育実践力向上 CBT」を活用したこれからの教員の学び 

 

  

ⅢⅢ  実実践践協協力力校校ににおおけけるる試試行行かからら・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6655 頁頁  

 １ 札幌市立中央小学校 

 ２ 札幌市立西岡北中学校 

 ３ 北海道教育大学教職大学院札幌校と札幌市立学校教員 第５回学習会 

 ４ 事業及び調査データの分析・考察 

 

 

 

 





ⅠⅠ  日日本本最最高高水水準準のの『『教教員員研研修修用用教教育育実実践践力力向向上上 CCBBTT』』をを活活用用ししたた研研修修開開発発とと教教師師教教育育のの可可能能性性  

 

北海道教育大学副学長 玉井 康之 

 

１１  「「養養成成--採採用用——研研修修」」のの一一体体的的改改革革とと『『教教員員研研修修用用教教育育実実践践力力向向上上 CCBBTT』』開開発発ププロロジジェェククトトのの意意義義  

（（１１））『『教教員員研研修修用用教教育育実実践践力力向向上上 CCBBTT』』開開発発ププロロジジェェククトトとと CCBBTT ののめめざざすす方方向向性性  

北海道教育大学では、すでに教育実践方法の選択式問題による「教育実践力向上 CBT」を開発し、

学部段階において、その選択肢の実践方法を学ぶことで教育実践力の向上を図っている。学部のカ

リキュラム改革では、「学校教育の実践と省察」科目を 2023 年度から新設し、1年次から学校現場

を体験すると共に、「学校臨床研究」「教職実践演習」の科目等において、4年間を通じて「教育実

践力向上 CBT」を活用して、実践の省察を行っている。 

  この学部の教員養成段階だけでなく、さらに教員の「養成－採用－研修」の一体的改革を推進す

るためには、教育委員会と協働して、教員研修の高度化を図ることも教員養成大学の重要な使命と

なっている。 

  そのため北海道教育大学では、初任段階・若手教員を中心とした教員の教育実践力を向上させる

ために、学部用に開発した「教育実践力向上 CBT」を、さらに教員研修用に発展的に再編し『教員

研修用教育実践力向上 CBT』を開発した。学部用「教育実践力向上 CBT」の設問は、約 1050 問あ

り、それぞれ 5 択 の選択肢があるため、約 5250 通りの実践方法が記載されている。さらに現職

教員に求められる資質・能力がわかるように、その実践方法を都道府県教育委員会が作成している

「教員育成指標」に合わせた実践方法や実践観点を加えながら、学校現場の実践にそのまま使える

CBT 研修教材として開発した。この新たに開発した『教員研修用教育実践力向上 CBT』では約 800

問の設問を活用している。 

 

（（２２））学学部部段段階階かからら初初任任段段階階へへのの養養成成のの連連続続性性とと展展開開  

  これまで教員養成系大学では全国的な傾向として、理論的な内容はカリキュラムに入っている

が、必ずしも実践的なカリキュラムや指導方法を提供できていたわけではない。その反省に立ち、

北海道教育大学では実践的な内容をカリキュラムに取り入れるように努めている。一方大学の役

割は、単にスキルトレーニングだけではなく、個々の実践を普遍化し、その実践理論の普遍性・教

訓等の本質を捉えることによって、 どのような場面にも対応できるようにする必要がある。 

  しかし、大学教育の理論が必要だとしてもその理論が学校現場からあまりにも離れてしまうと、

学校現場に直接生かされない理論となり、教員養成系大学では必要性が感じられなくなる。そのた

め、学校現場の実践方法そのものから普遍性・教訓を抽出し、この分析過程から実践理論を構築す

ることが不可欠である。これを目指して北海道教育大学では、何千通りもの膨大な実践事例と実践

方法を分析して、概ね共通化できる実践方法を実践理論として生み出し、それを学校現場に役立た

せることに挑戦した。その実践の共通化した内容を「教育実践力向上 CBT」や『教員研修用教育実

践力向上 CBT』の選択肢に入れることで、多様な実践方法を簡潔に学ぶことができるようにした。 

 

２２  日日本本最最高高水水準準のの『『教教員員研研修修用用教教育育実実践践力力向向上上 CCBBTT』』とと TTrraaiinniinngg  ととししててのの CCBBTT のの展展開開  

（（１１））日日本本最最高高水水準準のの『『教教員員研研修修用用教教育育実実践践力力向向上上 CCBBTT』』のの到到達達点点  

   北海道教育大学が開発した『教員研修用教育実践力向上 CBT』は、普遍的・理論的な実践方法

を学校教育実践の全分野にわたって網羅した研修用 CBT である。この問題数は 800 問あるが、5

択の選択肢の合計は 4000 通りの選択肢を含めている。現職教員向けの CBT としては、新卒・若
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手教員が直面する 1 年間の実践内容をほぼすべてを網羅しており、この選択肢を会得すること

で、急速に新卒・若手教員の指導力を向上させることができる。 

   一つ一つの実践方法は、単に経験主義的な方法ではなく、多様な状況に対する多様な方法の中

で、最も普遍的な方法とその根拠を抽出した。さらにその実践方法があらゆる分野で応用的に活

用できる方法として教訓化している。この実践内容を、CBT システムを活用して、全国どこから

でもアクセスできるシステムは、内容・方法を含めて質量ともに日本の最高水準の CBT 教材であ

る。 

 

（（２２））TTeessttiinngg  かからら TTrraaiinniinngg にに展展開開すするる CCBBTT のの活活用用方方法法のの広広ががりり  

   CBT は、元々"Computer Based Testing"の略称としてコンピュータ上のテスト機能を重視した

システムを意味することが多かった。だが近年では、指導と評価の一体的運用の観点から、テス

トだけでなくトレーニングを重視した"Computer Based Training"の概念も普及している。CBT

の語彙を辞書で引いても、Training の語義が表れる（『ジーニアス英和大辞典』）。すなわちテス

トの効果も、指導があってはじめてテストが有効になる。このような考え方から、特に『教員研

修用教育実践力向上 CBT』では、研修の目的性からしても“Computer Based Training"の研修教

材として位置づけている。一方学部学生対象の本学の「教育実践力向上 CBT」は、Testing と

Training の両方の機能を持つことから、CBT を Computer Based Testing & Training の略称と

して位置づけている。 

   現職教員対象『教員研修用教育実践力向上 CBT』を開発する意義と特徴を簡潔にとらえると、

以下のような意義と特徴を備えている。 

 

現現職職教教員員対対象象「「教教員員研研修修用用教教育育実実践践力力向向上上 CCBBTT」」のの意意義義とと特特徴徴  

①自己の経験以外に多様な実践方法を会得できる。 

②全領域の普遍的な方法論を簡潔に示すので、短時間で効果的に研修できる。 

③選択肢の選択過程で複合的な実践のイメージトレーニングができる。 

④スマホやタブレット等からもアクセスでき、隙間時間で研修できる。  

⑤研修センターから遠い遠隔地やへき地校からでも研修できる。 

⑥自己の課題意識に沿って学習内容を焦点化でき、 実践の省察を深めやすい。 

⑦集合研修・校内研修・自己研修等どの研修スタイルにも包括的に活用できる。 

 

  すなわち、『教員研修用教育実践力向上 CBT』は、いつでもどこでもどの内容からでも研修を進

めることができ、個々の教師の問題意識に沿って効果的・効率的に課題解決方法をとらえることが

できる。すなわち個別最適な研修内容を短時間で進めていくことができる。その結果として、働き

方改革や研修改革を大胆に進めることができると言える。 

  北海道教育大学の『教員研修用教育実践力向上 CBT』の開発に当たっては、学内に『教員研修用

教育実践力向上 CBT』開発プロジェクトチームを立ち上げ、学校臨床教授を中心に開発を進めてき

た。学部用の「教育実践力向上 CBT」は、5 年間かけて実践方法を普遍化した問題内容を開発して

きたが、さらに『教員研修用教育実践力向上 CBT』は、1 年間かけて、学校現場に適応できる問題

内容に発展させた。今後この『教員研修用教育実践力向上 CBT』を多くの教育委員会の法定研修・

校内研修・個人研修等で活用されることで、教員の効率的・効果的な研修の発展を期待している。 
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３３  『『教教員員研研修修用用教教育育実実践践力力向向上上 CCBBTT』』をを補補完完すするる全全体体構構造造とと相相互互関関連連  

（（１１））北北海海道道教教育育大大学学のの『『教教員員研研修修用用教教育育実実践践力力向向上上 CCBBTT』』をを取取りり巻巻くく全全体体構構造造  

  『教員研修用教育実践力向上 CBT』は、新卒・若手教員研修改革の重要な柱であるが、これが効

果的に学校で機能するためには、様々な学校の研修要素と関連させながら展開していくことが不

可欠となる。学校の研修を発展させるためには、研修が発展できる校内の要素を構造化し、各研修

発展要素を校内で有機的に結合させていく必要がある。北海道教育大学では、教員研修用の CBT を

発展させるために 4 つの校内の要素を構造化して、各要素の解決のために、それぞれの課題に対応

したプロジェクトを併行して組織した。 

  この『教員研修用教育実践力向上 CBT』を補完する全体構造は、以下の 4 つであり、それぞれの

開発プロジェクトを立ち上げた。 

 

『『教教員員研研修修用用教教育育実実践践力力向向上上 CCBBTT』』をを補補完完すするる 44 つつのの全全体体構構造造  

①『教員研修用教育実践力向上 CBT』開発プロジェク卜 

②初任者研修及びへき地を含めた若手離職者予防研修開発プロジェク卜 

③研修転移アセスメントシート開発プロジェク卜 

④管理職研修ファシリテーションカ開発プロジェク卜 

 

（（２２））北北海海道道教教育育大大学学『『教教員員研研修修用用教教育育実実践践力力向向上上 CCBBTT』』をを支支ええるるププロロジジェェククトトのの相相互互関関連連性性  

   これらの『教員研修用教育実践力向上 CBT』を支える要素の相互関連性は、以下のとおりであ

る。 

   第１に、「①『教員研修用教育実践力向上 CBT』開発プロジェクト」では、現職教員対象の研修

用 CBT を開発する。基本的な実践方法を会得できる『教員研修用教育実践力向上 CBT』によって、

新卒・若手教員の資質・能力を全般的に高めることを推進している。『教員研修用教育実践力向

上 CBT』は、新卒・若手教員の実践力を高める具体的実践方法を含めている。この CBT の継続的

な学習によって、新卒・若手教員の資質・能力を全般的に高めることを推進している。『教員研

修用教育実践力向上 CBT』によって教師が課題意識を高めれば、同時に管理職も教師との面談を

効果的に行うことができる。 

   第２に、「②初任者研修及びへき地を含めた若手離職者予防研修開発プロジェクト」では、若

手離職予防の研修を開発する。近年の若手教員の離職率の高さを鑑みながら、教職意欲が減退し

教職を辞めて転職しようとする教師のマイナス要因を取り除き、再度教職意欲を高めていく条

件を捉えていく。どのようなベテランでも教育実践は常に失敗や不測の事態が生じるが、それを

克服する組織的・個人的条件を整えていくことも、教育実践力を高める条件となる。 

   第３に、「③研修転移アセスメントシート開発プロジェクト」では、研修転移アセスメントシ

ートを開発する。研修で学んだ内容が単に知識としてだけではなく、実践に生かせるように“研

修転移”を促進する必要がある。短期的に実践できる研修内容もあるが、長期的に実践できる研

修内容もあり、研修が実践力の向上に繋がるためには多様なプロセスがある。このような研修内

容が実践に転移していくプロセスとそのアセスメントシートを開発することも教育実践力の向

上にとって重要な条件になる。 

   第４に、「④管理職研修ファシリテーション力開発プロジェクト」では、管理職の研修ファシ

リテーション力を開発する。管理職が教職員の資質・能力をいかに高めていくかが、若手を含め

た教員の育成と成長にとって重要な条件となる。その教員の育成のためには、管理職が単に昔の

経験や知識の伝達だけでなく、教職員をファシリテーションしながら、若手教員を育成すること
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が求められる。そのためにも、管理職自身もファシリテーション力を開発する研修を進めていく

ことが重要になる。 

   管理職が個々の教師の学びを発展させるためには、基盤として個々の教師の課題意識を把握

することが重要になる。加えて、『教員研修用教育実践力向上 CBT』によって教師が課題意識を

高めれば、管理職もその教師の課題意識を伸ばしやすくなる。 

この４つの研修発展要素が連動しながら、教員の実践的資質・能力が総体として高まってい

く。そのため北海道教育大学では、効果的な研修を発展させ、教師の資質・能力を向上させるた

めに、上記の 4 つのプロジェクトを同時に立ち上げ、総合的な研修方法の開発を推進した。 

 

４４  学学びび続続けけるる教教師師のの育育成成とと教教員員養養成成段段階階及及びび採採用用・・研研修修段段階階のの統統一一性性のの必必要要性性  

（（１１））ここれれかかららのの時時代代のの教教員員養養成成段段階階とと教教員員研研修修のの統統一一性性のの必必要要性性  

   これまでの教員養成大学の教育は、知識を学んだ上で実践する「知識→実践の積み上げ式」と

称される養成体系が基盤となっていた。すなわち知識がなければ教えられないという考え方で、

知識と実践を併行的に学ぶという考え方ではない。これは戦後には諸外国から完成された知識

の体系を早く取り入れることで技術革新と経済成長が進行したが、知識の範囲を限定的に捉え

てきた当時のキャッチアップ型の教育観であり、必ずしも創造的・応用的で臨機応変に対応でき

る資質・能力ではない。知識はその都度実行してみて活用力が伸長しその有用性が理解できる。

大学の教員養成教育の実践との関係も「予定調和的」力リキュラムと言われ、戦後の新制大学の

カリキュラムは理論と実践が直接関連しておらず、学んだ知識を各学生が自分で実践に予定調

和するという個人任せの状況が限界点として指摘されていた。 

   教師の力量は、知識を持ったとしてもそれを実践的に活用しながら、永年的に「学び続ける教

師」を目指さなければならない。大学の学びと教員の研修の二つは、本来的に求める教師像や資

質が分離しているわけでもなく、連続した学びの中で成長していく。「学び続ける教師」を養成

するためには、大学においても学校現場においても理論と実践を往還しながら、継続的に省察を

続けることが重要になる。大学では知識・理論だけで、学校現場では実践だけを進めても、総合

的に対応できる教育実践力は高まらない。 

   このような「学び続ける教師」を育成するためには大学の教員養成においても、実践的な内容

を取り入れたり、実践現場で子どもを目の当たりにしながら理論と実践を往還的に学び続ける

必要がある。この学校現場の教育実践力を前提にしつつ大学の教員養成カリキュラムを発展さ

せていく必要がある。 

   また学校現場においても、目の前の教育活動・現象に追われるだけでなく、普遍的な対応方法

や実践方法をとらえ、それを基盤にして実践の対応方法を普遍化していく必要がある。そのため

には、大学の普遍的な教育実践理論を基盤にした研修を媒介にしながら、実践を省察し続けるこ

とが必要になる。 

   すなわち実践的な改革を踏まえた大学の教員養成の改革と、実践理論を基盤にした現場の研

修改革の双方を進めながら、トータルな教育実践力の開発を長期的に推進していくことが不可

欠となる。このように予定調和的な大学教育の克服と学校現場の実践開発を統一的に進めてい

くことが本プロジェクトの重要な使命である。 

 

（（２２））新新卒卒・・若若手手教教員員研研修修のの多多様様化化とと包包括括的的なな『『教教員員研研修修用用教教育育実実践践力力向向上上 CCBBTT』』のの役役割割  

   北海道教育大学では学部段階で「教育実践力向上 CBT」を活用すると共に、新たに令和 5 年度

から「学校教育の実践と省察」のカリキュラムを 1 年生から取り入れて、実践的な内容を教員養
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成教育の中に拡充している。これは実践的な内容を体験しながらも、さらにその実践を省察する

こと、そしてその実践の多様なイメージを広げていくことを目的としている。その場合、実践の

イメージを広げるためには、自分の見た経験以上にイメージを広げることは難しいため、「教育

実践力向上 CBT」を用いて、自分の経験以外の多様な方法をヒントにすれば、自分の実践イメー

ジを広げることができる。すなわち自分の経験を超えたイメージトレーニングができることが

CBT（Computer Based Training）のメリットである。 

   この学部段階でのイメージトレーニングを蓄積した上で、さらに新卒・若手教員段階でも実践

的な研修を取り入れながら、実践力を高めていく必要がある。多くの大学では、学部段階で実践

的なカリキュラムが必ずしも充実している訳ではないので、初任段階の研修などで多様な実践

方法をイメージできる実践的な研修を充実させていくことが重要になる。 

   一方、学校現場も多忙化の中で研修時間を充分に取れないという現状や、若手教員も実践経験

が浅く多様な課題に当惑する傾向がある中では、効率的・効果的に日常的な研修機会を広げてい

くことが課題となる。若手教員は、全分野を幅広く網羅した実践的な資質・能力を有しているわ

けではなく、個性・特技によっても、個人研修の課題は異ならざるを得ない。新卒・若手教員は

実践経験が少ないため、どの分野に課題があるか、どの分野で自分の力が発揮できるかも未知の

ものが多く、それらを認識しつつ、同時に全分野にわたって、まず基本的な実践力を高める必要

がある。 

   また個々の教師によっては関心も異なるため、生徒指導・学級経営の指導力を伸ばしたい場合

や、学習指導の指導力を伸ばしたい場合、保護者対応・地域連携の指導力を伸ばしたい場合など、

目前の関心と研修課題も異なってくる。最終的にはトータルな指導力が求められるが、若手教員

の目前の課題意識は多様である。そのため研修内容も個々の課題意識を踏まえながら、多様な内

容と多様なスタイルの研修が求められる。 

 

（（３３））研研修修方方法法のの多多様様化化とと併併行行ししたた『『教教員員研研修修用用教教育育実実践践力力向向上上 CCBBTT』』  

   近年は動画によるオンデマンド研修コンテンツも広く普及するようになり、あらゆる素材を

収集することができる。教員の「研修履歴」の作成過程では、講演・研修講座・オンライン動画

など、研修方法も多様化している。動画も広く視聴できるようになっているため、焦点化して視

聴できる。 

   ただ動画自体も 1 本 20 分ほどで作成されているために、あらゆる課題に対応した動画を視聴

するためにはかなりの時間を要することになる。特に新卒・若手教員ほど目前の対応に毎日追わ

れるために、膨大な領域の動画を全部視聴することが困難になる。 

   『教員研修用教育実践力向上 CBT』は、「教員育成指標」をすべて網羅した内容を有しており、

各分野の設問と選択肢を焦点化して解いていけば、基本的な教員の資質・能力を確認・会得でき

る。精神的にも時間的にも余裕がない個々の新卒・若手教員にとっては、『教員研修用教育実践

力向上 CBT』は、極めて効率的・効果的に実践方法の課題意識と主体的動機を高めることができ

る。 
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５５  『『教教員員研研修修用用教教育育実実践践力力向向上上 CCBBTT』』にによよるる課課題題意意識識のの醸醸成成とと校校内内研研修修へへのの活活用用のの可可能能性性  

（（１１））課課題題意意識識をを醸醸成成すするる『『教教員員研研修修用用教教育育実実践践力力向向上上 CCBBTT』』とと管管理理職職のの面面談談のの役役割割  

   新卒・若手教員の課題意識と研修活動を発展させる上でも、管理職の研修ファシリテーション

の役割も大きくなっている。管理職は教職員と面談を行うことになるが、新卒・若手教員の場合

は、実践経験が浅い分だけ明確な課題意識があるわけでもない。そのため管理職は、新卒・若手

教員に対しては、それぞれの課題意識を持たせながら、面談の中でそれをさらに発展させること

が重要になる。すなわち若手教員研修と管理職のファシリテーションの一体的推進が重要にな

る。 

   この点で、『教員研修用教育実践力向上 CBT』は、新卒・若手が自分の実践を省察し、どこが課

題か、どのように自分の資質・能力を伸ばしたいか、新たに何に挑戦したいか、などの課題意識

を持つ上で、非常に有効な研修教材となる。教師にとっては具体的な方法論のイメージが見えて

はじめて、自分の課題も見え、改善の展望を持つことができる。このように個々の教師が自分の

改善課題と方向性の課題意識を持ち、この課題意識を前提にすれば、管理職との面談においても

課題意識を効果的に伸ばすことができる。教師の課題意識が発展した結果、管理職も研修ファシ

リテーション力を発揮できる。 

 

（（２２））個個人人研研修修ののモモチチベベーーシショョンンとと校校内内研研修修をを繋繋げげるる『『教教員員研研修修用用教教育育実実践践力力向向上上 CCBBTT』』のの活活用用のの可可

能能性性  

 新卒・若手教員の個々の課題意識が高まれば、新卒・若手の学びたい研修内容も明確に定ま

る。そしてこの学びたい研修内容を、学校全体の組織力を高める校内研修の全体テーマにする

ことも可能である。特に新卒・若手教員は元々未熟な側面があるがゆえに、逆に自分の指導力

を高めたいという知的欲求も高く、個々人の学べる課題が明確になれば、他の教師からも管理

職からも様々なアドバイスも頂きたいと考えている。これは単に一般的な校内研修課題よりは、

はるかに個々の教師のモチベーションを高める校内研修課題となる。この研修課題を定め研修

モチベーションを高める上で『教員研修用教育実践力向上 CBT』は極めて有効な触媒となる。 

   このように個々の教師の課題意識を基盤にして、校内研修内容を選定していけば、個別最適な

個人研修と集団的な校内研修の併用的発展が可能になる。このように『教員研修用教育実践力向

上 CBT』は、個々の課題意識を高めるとともに、学校課題に対応した校内研修の適切なテーマを

選定する条件となる。 

   またいつでもどこでも研修を進められるオンライン研修（動画）・オンライン研修（双方向）

と対面型研修の併用的発展が重要になる。『教員研修用教育実践力向上 CBT』は、これ自体はオ

ンライン型研修であるが、これの課題意識を交流しながら、校内研修において対面型研修を深め

ることができる。このように新任・若手教員は『教員研修用教育実践力向上 CBT』を通じて自分

の実践を省察し、課題意識を深めることで、多様な研修形態を組み合わせながら、個々の教師と

学校の事情に合わせて研修形態を多様に設定できる。『教員研修用教育実践力向上 CBT』は個々

の教師の問題意識を醸成する上で、極めて有効な研修コンテンツとなる。 

 

（（３３））時時間間短短縮縮のの働働きき方方改改革革とと研研修修充充実実のの相相克克ににおおけけるる『『教教員員研研修修用用教教育育実実践践力力向向上上 CCBBTT』』のの役役割割  

   時間短縮や効率化が求められる働き方改革の観点からも『教員研修用教育実践力向上 CBT』は

重要な役割を果たす可能性を有している。新卒・若手は、急速に指導力を高める必要があること

から、本来的には研修時間を削減することよりも十分に研修時間をとって指導力を高めること

が重要である。かといって、研修講座や校内研修時間を増やすことを追求することはできない。  
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学校の研修も、働き方改革の大きな流れの中では、効果的に校内研修や個人研修機会を設定して

いく必要がある。研修時間も効率的に短縮することが求められるが、一方で研修時間を充分に確

保して自分の指導力を高めるという相矛盾する相克の中で、研修のコストパフォーマンスが求

められる。 

   このような中で『教員研修用教育実践力向上 CBT』は、個々の実践事例を元にした簡潔な 5択

の選択肢で構成されており、<課題←→対応方法>をセットにして、短時間で基本的な実践方法を

学ぶことができる。一つ一つの設問は、あらゆる実践場面を想定しているが、個々の新卒・若手

教師が直面する課題に沿って、『教員研修用教育実践力向上 CBT』の設問を選択すれば、極めて

効率的・効果的に課題に対応した実践方法をイメージできる。 

   このように働き方改革と研修充実の相克の課題を克服する『教員研修用教育実践力向上 CBT』

は、個人研修においても、集団的な校内研修においても、有効なツールとなる可能性が高い。 

 

６６  『『教教員員研研修修用用教教育育実実践践力力向向上上 CCBBTT』』のの開開発発・・実実践践ににおおけけるる北北海海道道教教育育委委員員会会・・札札幌幌市市教教育育委委員員会会

ととのの連連携携  

（（１１））「「教教員員育育成成指指標標」」にに準準拠拠ししたた『『教教員員研研修修用用教教育育実実践践力力向向上上 CCBBTT』』  

  「学び続ける教師」を育成し「養成－採用－研修」の一体的改革を進めるためには、教員養成段

階と教員研修段階の両方において、理論と実践の往還を進める必要がある。そのためには、当然教

育大学と地元教育委員会とは連携することが不可欠となる。その際に目指すべき教師像は、都道府

県教育委員会等が作成した「教員育成指標」が養成段階を含めて目指すべき教師像となる。 

  北海道教育大学においても、北海道教育委員会・札幌市教育委員会が策定した「教員育成指標」

で求められる教師の資質・能力を前提にして、教育実習改革やカリキュラム改革を進めている。ま

た教員の研修内容においても、個々の経験を超えた普遍的な実践方法を取り入れるために、大学の

実践理論と連携している。 

  すでに北海道教育大学では、研修教材の開発に際して、北海道教育委員会・札幌市教育委員会と

連携して、『教員研修用教育実践力向上 CBT』の開発を進めてきた。教育委員会が作成している「教

員育成指標」は抽象的な資質・能力を提示しているので、具体的にどのような実践方法を会得する

と「教員育成指標」の資質・能力が伸びるのか、その具体的な実践方法を教員に明示する必要があ

る。 

  「教員育成指標」の具体化に際しては、北海道教育大学の『教員研修用教育実践力向上 CBT』の

開発過程において、「教員育成指標」の分類に基づきながら、実践問題を作成した。これにより、

「教員育成指標」に基づく実践研修のコンテンツを開発できる。すなわち『教員研修用教育実践力

向上 CBT』をすべて学ぶことで、「教員育成指標」が目指す教師像に近づくことができる。このよ

うに実践理論に基づく「教員育成指標」の研修コンテンツを開発する上で、北海道教育大学と北海

道教育委員会・札幌市教育委員会が連携することは極めて重要である。この連携により北海道教育

大学も『教員研修用教育実践力向上 CBT』が開発できた。 

 

（（２２））北北海海道道教教育育委委員員会会・・札札幌幌市市教教育育委委員員会会とと連連携携ししたた試試行行実実践践とと学学校校ににおおけけるる『『教教員員研研修修用用教教育育実実

践践力力向向上上 CCBBTT』』のの可可能能性性  

  既述のとおり『教員研修用教育実践力向上 CBT』は包括的な実践分野の普遍的実践方法を含むた

めに、個々の教師の課題意識から取り組んでも、校内研修等の学校課題から取り組んでも研修コン

テンツとして活用できる。実際に札幌市教育委員会の協力を頂きながら札幌市内の学校で試行的

に『教員研修用教育実践力向上 CBT』を使った研修を実施しても、大変有用性と教育効果が高いこ
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学校の研修も、働き方改革の大きな流れの中では、効果的に校内研修や個人研修機会を設定して
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   このように働き方改革と研修充実の相克の課題を克服する『教員研修用教育実践力向上 CBT』
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６６  『『教教員員研研修修用用教教育育実実践践力力向向上上 CCBBTT』』のの開開発発・・実実践践ににおおけけるる北北海海道道教教育育委委員員会会・・札札幌幌市市教教育育委委員員会会
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県教育委員会等が作成した「教員育成指標」が養成段階を含めて目指すべき教師像となる。 

  北海道教育大学においても、北海道教育委員会・札幌市教育委員会が策定した「教員育成指標」
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  すでに北海道教育大学では、研修教材の開発に際して、北海道教育委員会・札幌市教育委員会と
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員育成指標」は抽象的な資質・能力を提示しているので、具体的にどのような実践方法を会得する

と「教員育成指標」の資質・能力が伸びるのか、その具体的な実践方法を教員に明示する必要があ

る。 

  「教員育成指標」の具体化に際しては、北海道教育大学の『教員研修用教育実践力向上 CBT』の

開発過程において、「教員育成指標」の分類に基づきながら、実践問題を作成した。これにより、

「教員育成指標」に基づく実践研修のコンテンツを開発できる。すなわち『教員研修用教育実践力

向上 CBT』をすべて学ぶことで、「教員育成指標」が目指す教師像に近づくことができる。このよ

うに実践理論に基づく「教員育成指標」の研修コンテンツを開発する上で、北海道教育大学と北海

道教育委員会・札幌市教育委員会が連携することは極めて重要である。この連携により北海道教育

大学も『教員研修用教育実践力向上 CBT』が開発できた。 

 

（（２２））北北海海道道教教育育委委員員会会・・札札幌幌市市教教育育委委員員会会とと連連携携ししたた試試行行実実践践とと学学校校ににおおけけるる『『教教員員研研修修用用教教育育実実

践践力力向向上上 CCBBTT』』のの可可能能性性  

  既述のとおり『教員研修用教育実践力向上 CBT』は包括的な実践分野の普遍的実践方法を含むた

めに、個々の教師の課題意識から取り組んでも、校内研修等の学校課題から取り組んでも研修コン

テンツとして活用できる。実際に札幌市教育委員会の協力を頂きながら札幌市内の学校で試行的

に『教員研修用教育実践力向上 CBT』を使った研修を実施しても、大変有用性と教育効果が高いこ
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とが明らかとなった。 

  個々の教員が『教員研修用教育実践力向上 CBT』を解いたあとも、実践内容の広がりが実感でき、

それを他の多くの教師と交流したいという教員は多い。さらに『教員研修用教育実践力向上 CBT』

を解いた後の教員の議論では、当初課題意識が異なる方向で議論されていた内容であっても、多面

的な意見と経験交流が自由に展開しながら、その中での焦点化された課題が共有される傾向にあ

った。すなわち個々の教師の課題意識を高める研修が、全体研修としての校内研修の質を高める要

素となる。このように『教員研修用教育実践力向上 CBT』は、個々の課題意識と学校改善の全体意

識を向上させる校内研修を発展させる条件としても有効である。 

  このように、研修コンテンツをあらためて大学教育と教員研修に活用することで、「養成－採用

－研修」の一体的改革を推進することができる。この大学教育と研修の連続性を高める「養成－採

用－研修」のシステムの構築は、今後の都道府県教育委員会の全国的な課題となるであろう。 

 

７７  『『教教員員研研修修用用教教育育実実践践力力向向上上 CCBBTT』』のの制制度度的的活活用用とと CCBBTT シシスステテムム運運用用のの財財政政的的課課題題  

  CBT システムは、いつでもどこでもどこからでも研修ができ、個人の課題意識に沿った研修を深

めていくことができるが、サーバーにアクセスするシステムであるために、システム維持のランニ

ングコストは、極めて多額の費用を要する。これらのシステム運用費用は、個々の教員の判断によ

る個人負担で維持することは難しく、国家的・組織的な整備が不可欠であろう。 

  むろん個々人が経費を投入して自主的に研修を受講することはできるが、経費を投入して取り

組む教職員は、全体の中では一部となり個人的な研修ニーズに留まることが予想される。何故なら、

働き方改革が求められ、学校現場が多忙化すればするほど、個々人の研修活動は簡略化する傾向も

生じてくるからである。 

  一方新卒・若手教師の研修では、新卒・若手に求められる基本的な資質・能力と実践方法は、共

通研修課題も多いために、組織的・制度的な研修を提供することが重要である。そのため単に個人

努力に依拠するのではなく、初任者研修・中堅リーダー研修などの法定研修に組織的に位置づけた

り、校内研修に位置づけて、研修履歴の一環に制度的に組み込む等の一定の選択必須義務を課すこ

とが必要である。この新卒・若手教師の組織的な研修によって、学校全体の学校力も発展していく。

最低限の網羅的な研修内容は、選択必須研修に位置づけた上で、自ら選択していく研修機会は、今

後とも拡張していく必要がある。 

  研修コンテンツは今後も拡張されていくことが想定される。その中でも『教員研修用教育実践力

向上 CBT』は、働き方改革の観点からしても、また簡潔な方法論を提示する観点からしても、また

遠隔地域から研修内容を享受できる観点からしても、新卒・若手教員が効率的・効果的に研修を進

められる特性を有している。すなわち、他の研修コンテンツにはない優れた特性を有している。 

  今後の課題としては、免許更新講習制度に代わる研修システムは、最高水準を構成する『教員研

修用教育実践力向上 CBT』の内容の開発とプラットフォームの維持による一元的なシステム管理が

課題である。このシステム管理費は、各都道府県教育委員会と地元大学だけで完結するよりも、国

全体の組織的・制度的な支援が必要であろう。この国家的な『教員研修用教育実践力向上 CBT』の 

開発と支援が日本全体の教員の資質・能力を伸長し、日本の学校教育の質を向上させることに繋が

ることを確信している。 
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ⅡⅡ  「「教教員員研研修修用用教教育育実実践践力力向向上上 CCBBTT」」～～自自己己課課題題のの明明確確化化かからら省省察察的的実実践践者者へへ～～のの開開発発  

  

北海道教育大学教員研修用教育実践力向上 CBT 開発アドバイザー 引地 秀美 

  

１１  事事業業のの運運営営体体制制とと開開発発ププロロセセスス  

（（１１））運運営営体体制制  

    教員研修用教育実践力向上 CBT の開発に当たっては、北海道教育大学副学長をトップに札幌

キャンパス・旭川キャンパス・釧路キャンパス・函館キャンパスの教員経験のある学校臨床教

授・准教授（リーダー１名含む）、前学校臨床教授の教員研修用教育実践力向上 CBT 開発アドバ

イザー、北海道教育大学教育支援部連携推進課課長・副課長で構成した教員研修用教育実践力向

上 CBT 開発プロジェクトチームで進めてきた。なお、北海道教育委員会及び札幌市教育委員会

との連携や札幌市立小中学校各１校の実践協力校における試行などを担当するために札幌校の

学校臨床教授３名と開発アドバイザー、連携推進課副課長の５名で対応してきた。 

役職 所属・人数 

北海道教育大学副学長 １名 

学校臨床教授・准教授 札幌校３名、旭川校３名、釧路校３名、函館校１名 

開発アドバイザー １名 

連携推進課課長・副課長 ２名 

（（２２））開開発発ププロロセセスス  

    開発については、プロジェクトチームによる CBT 問題と育成指標との関連付けや教材作成、

業者とのシステム制作、教育委員会との連携、実践協力校や教職大学院主催の学習会における試

行等が主な取組であり、以下のようなスケジュールで進めてきた。（令和 6 年 2月 15 日現在） 

月日 チーム会議 教育委員会との連携 実践協力校 システム開発 

令令和和 55 年年      

7 月 13 日 ①作業内容・日程等    

8 月 28 日 ②育成指標・展開構想    

9 月 21 日  市教委～概要説明   

10 月 26 日    ①仕様調整 

11 月 5 日 ③研修の具体、システム概要    

11 月 14 日    ②仕様調整 

11 月 22 日  道教委～概要説明   

11 月 30 日    ③仕様調整 

12 月 6 日   中央小試行  

12 月 11 日    ④仕様調整 

12 月 20 日   西岡北中試行  

12 月 22 日    ⑤仕様調整 

令令和和 66 年年      

1 月 10 日   学習会試行  

1 月 20 日  市教委～報告、依頼   

2 月 2 日  道教委～報告、依頼   

2 月 15 日 ④報告書作成、今後の活用等    
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２２  教教員員研研修修用用教教育育実実践践力力向向上上 CCBBTT のの概概要要  

（（１１））教教員員研研修修用用教教育育実実践践力力向向上上 CCBBTT がが目目指指すすもものの  

・教員研修用教育実践力向上 CBT を活用した研修（以下、「本研修」と呼称）は、北海道教育

委員会及び札幌市教育委員会が策定した義務教育段階の「求める教員像」、「教員育成指標」

との関連を図った自己の研修課題の達成に向けて、北海道教育大学が開発した「教育実践

力向上 CBT」を活用し、普遍的実践方法や指導理念等の深化・拡大を図るとともに、「省察

（リフレクション）」の手法を通して、省察力や教職に必要な素養を高めていくことを目指

している。 

・年度当初に教員個々が作成した研修シートや研修履歴とともに本研修で作成した演習シー

ト等を活用した管理職との対話に基づく受講推奨や校内外の教員との交流・協議を通して、

研修内容の深化・拡大と日常実践への転移、研修意欲の向上等を目指している。 

 

（（２２））教教員員研研修修用用教教育育実実践践力力向向上上 CCBBTT のの特特色色 

・受講対象者は、採用 1 年から 3 年程度の教員（臨時的任用教員を含む）とし、北海道教育

大学のシステムに本研修の受講を申し込み、オンデマンドで受講する自己研修である。 

・第１回～第３回の全ての研修を受講後、受講修了証を受け取ることができる。 

・本学が開発した「教育実践力向上 CBT」を活用し、北海道教育委員会並びに札幌市教育委員

会が策定した「求める教員像」や「教員育成指標」と関連させて本研修の自己課題を設定

して教育に関する知識や普遍的実践方法や指導理念等を獲得することを目指している。    

・今年度より本学の授業で取り組んでいる「省察（リフレクション）」の手法による人間性や

感受性等、教職に必要な素養等の涵養も目指している。 

・プログラム内容は、講義動画、CBT のトレーニング、演習シート作成等であり、オンデマン

ドによる自主研修として取り組むことができる。また校内研修や初任者研修等の集合研修

にも対応できる構成としている。 

・本研修全体を通して、受講者の日常実践を踏まえた考察、演習等を重視しており、研修の

成果を日常実践に生かすことができるようにしている。 

 

（（３３））高高ままりりがが期期待待さされれるる資資質質能能力力  

    ・研修全体の「課題設定～課題追究～課題解決」のプロセスを通しての『課題解決力』 

 ・CBT トレーニングによる『教育に関する知識、普遍的実践方法、指導理念』 

 ・省察（リフレクション）を通しての『省察力（授業構築力、判断力・即応力等）』及び 

『教職に必要な素養（人間性、感性・感受性等）』 
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２２  教教員員研研修修用用教教育育実実践践力力向向上上 CCBBTT のの概概要要  

（（１１））教教員員研研修修用用教教育育実実践践力力向向上上 CCBBTT がが目目指指すすもものの  

・教員研修用教育実践力向上 CBT を活用した研修（以下、「本研修」と呼称）は、北海道教育

委員会及び札幌市教育委員会が策定した義務教育段階の「求める教員像」、「教員育成指標」

との関連を図った自己の研修課題の達成に向けて、北海道教育大学が開発した「教育実践

力向上 CBT」を活用し、普遍的実践方法や指導理念等の深化・拡大を図るとともに、「省察

（リフレクション）」の手法を通して、省察力や教職に必要な素養を高めていくことを目指

している。 

・年度当初に教員個々が作成した研修シートや研修履歴とともに本研修で作成した演習シー

ト等を活用した管理職との対話に基づく受講推奨や校内外の教員との交流・協議を通して、

研修内容の深化・拡大と日常実践への転移、研修意欲の向上等を目指している。 

 

（（２２））教教員員研研修修用用教教育育実実践践力力向向上上 CCBBTT のの特特色色 

・受講対象者は、採用 1 年から 3 年程度の教員（臨時的任用教員を含む）とし、北海道教育

大学のシステムに本研修の受講を申し込み、オンデマンドで受講する自己研修である。 

・第１回～第３回の全ての研修を受講後、受講修了証を受け取ることができる。 

・本学が開発した「教育実践力向上 CBT」を活用し、北海道教育委員会並びに札幌市教育委員

会が策定した「求める教員像」や「教員育成指標」と関連させて本研修の自己課題を設定

して教育に関する知識や普遍的実践方法や指導理念等を獲得することを目指している。    

・今年度より本学の授業で取り組んでいる「省察（リフレクション）」の手法による人間性や

感受性等、教職に必要な素養等の涵養も目指している。 

・プログラム内容は、講義動画、CBT のトレーニング、演習シート作成等であり、オンデマン

ドによる自主研修として取り組むことができる。また校内研修や初任者研修等の集合研修

にも対応できる構成としている。 

・本研修全体を通して、受講者の日常実践を踏まえた考察、演習等を重視しており、研修の

成果を日常実践に生かすことができるようにしている。 

 

（（３３））高高ままりりがが期期待待さされれるる資資質質能能力力  

    ・研修全体の「課題設定～課題追究～課題解決」のプロセスを通しての『課題解決力』 

 ・CBT トレーニングによる『教育に関する知識、普遍的実践方法、指導理念』 

 ・省察（リフレクション）を通しての『省察力（授業構築力、判断力・即応力等）』及び 

『教職に必要な素養（人間性、感性・感受性等）』 
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（（４４））研研修修のの内内容容  全全３３回回  

（別紙資料１：第１回、第２回、第３回研修動画・演習シート 14～59 頁） 

  

【【第第１１回回教教員員研研修修用用 CCBBTT】】  

＊ねらい～研修の概要と「教育実践力向上 CBT」の演習を通して、CBT の内容を理解する。 

① 説明動画を視聴して本研修の内容を理解する。 

② 実際に CBT の問題を解いて、答えの確認をする。 

③  ８つの領域の解説を視聴して、理解を深める。 

④ 演習シートⅠに CBT の問題や解説から学んだことをまとめる。 

 

  

【【第第２２回回教教員員研研修修用用 CCBBTT】】  

＊ねらい～CBT をもとに、研修課題を設定して、指導の在り方や指導方法などの普遍的な実

践方法の深化・拡大を図る。 

 

① 研修課題の設定 

② 自己の研修の課題意識に関連する教員育成指標のキーとなる資質能力（カテゴリー）と 

結び付く CBT の問題に取り組み、本研修の課題を設定する。 

    ③ 「教育実践力向上 CBT」を活用して追究する。 

    ④ 研修課題の解決に向けて、CBT の問題を考察する。 

    ⑤ 第２回研修のまとめ 

  

【【第第３３回回教教員員研研修修用用 CCBBTT】】  

＊ねらい～「省察（リフレクション）」を通して、研修課題の解決に向けた具体的な内容や方

法等の成果をまとめ、管理職や他の教員との対話や交流を促すとともに、今後の

日常実践や研修への意欲を高める。 

 

① 省察（リフレクション）の概要についての理解 

② 省察（リフレクション）による追究 

③ 自らの実践から指導場面を設定して、「８つの窓」を活用して追究する。 

④ これまでの研修で学んだことを生かして、指導場面に関する CBT の問題を作成する。  

⑤ 研修のまとめ 
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（（５５））北北海海道道教教育育委委員員会会・・札札幌幌市市教教育育委委員員会会ととのの連連携携  

①①「「求求めめるる教教員員像像」」「「教教員員育育成成指指標標」」ととのの関関連連  

本研修は、北海道教育大学が開発した「教育実践力向上 CBT」を活用して、北海道教育委員

会及び札幌市教育委員会教育委員会が策定した「求める教員像」や「教員育成指標」との関

連を図った自己の研修課題の達成を目指しており、以下のような作業を進めてきた。 

 

＜北海道＞ 

ア 北海道教育委員会の「求める教員像」と「教員育成指標」の［キーとなる資質能力］を

それぞれナンバリングして、「教育実践力向上 CBT」の応用編と発展編の全８４２問に

ついて１問ずつ関連付け作業を行った。  

（別紙資料２：（２）小学校・中学校義務教育学校教員育成指標 60～61 頁） 

（別紙資料３：CBT の問題と北海道教員育成指標との関連（例）62 頁） 

 

    イ キーとなる資質能力については、システムに搭載する関係から、次の８つの項目に整理

し分類した。 

・北海道１ 教育者としての使命感・倫理観・教育的愛情   

・北海道２ (1)教科等の知識・技能、授業力           

・北海道３ (2)今日的な教育課題への対応力           

・北海道４ (3)子ども理解力、生徒指導・進路指導力      

・北海道５ (4)学級経営力                   

・北海道６ (5)特別支援教育に関する理解・対応力        

・北海道７ (6)ICT や情報・教育データを利活用する力      

・北海道８ 連携・協働しながら課題解決 

 

＜札幌市＞ 

ア 札幌市教育委員会の「求める教員像」と「教員育成指標」の［カテゴリー］及び［観

点］について、ナンバリングをし、「教育実践力向上 CBT」の応用編と発展編の全８４

２問について１問ずつ関連付け作業を行った。 

（別紙資料４：札幌市教員育成指標【教員編】63 頁） 

（別紙資料５：CBT の問題と札幌市教員育成指標との関連（例）64 頁）  

イ 項目については、各教員の研修履歴シートとの関連も図り、学習指導、生徒指導、教育
課題への対応、マネジメントの４つに整理し、分類した。  

  

②②令令和和 66 年年度度にに向向けけててのの教教育育委委員員会会にによよるる協協力力・・支支援援  

本研修に関しては、北海道教育委員会や札幌市教育委員会と協議を重ね、研修のねらいや内

容等についての理解を得ることができており、実施に向けての啓発の方法等についても助言を

受けているところである。令和６年度には、本研修の受講に関して、教員個人向けには、研修受

講履歴記録システム及び研修案内の冊子や手引きの中で紹介したり、管理職や初任者、指導教

員向けの研修会や説明会等において、紹介や説明をしたりするなどの取組を通して、自主研修

や校内研修での活用促進を積極的に進めていただける方向となっており、今後も活用に向けて

の連携を密に図っていく予定である。 
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３３．．教教員員研研修修用用教教育育実実践践力力向向上上 CCBBTT のの期期待待とと可可能能性性  

（（１１））受受講講教教員員のの指指導導力力及及びび研研修修意意欲欲のの向向上上  

①①高高ままりりがが期期待待さされれるる資資質質能能力力のの指指導導場場面面ででのの発発揮揮  

    本研修において、受講した教員に高まりが期待される資質能力は、全３回の研修を通して

の［課題解決力］、「教育実践力向上 CBT」の取組による［教育に関する基礎知識、普遍的な実

践方法や指導技術］、省察（リフレクション）の学びによる感性・感受性、授業構築力・授業

改善力、即応力などの［省察力］が挙げられる。 

それらの資質能力は、学級経営、学習指導、生徒指導等の日常実践において発揮されるも

のであるが、特に［省察力］については、児童生徒への効果的な指導や信頼関係の構築に関

して、基盤と言えるものであり、「８つの窓シート」の日常的な活用によって、教師に必要な

素養として高めていくことが期待できるものである。 

  

②②研研修修意意欲欲のの向向上上とと主主体体的的なな研研修修のの継継続続  

    本研修は、受講した教員が日常実践において「研修成果が生きた！活用できた！」という

手応えを得ることで、教員自身が成長を実感することを目指している。また、本研修は、教員

の研修意欲や課題意識に基づいた自主研修を主に考えているが、教育委員会策定の「求める

教員像」や「教員育成指標」との関連や管理職との対話の促進、児童生徒や現在社会の変化に

柔軟かつ迅速に対応するための研修の必要性の認識と研修意欲をより一層高めていくことも

目指している。 

  

（（２２））活活用用場場面面のの広広ががりりにによよるる深深化化・・拡拡大大  

①①管管理理職職ととのの対対話話促促進進とと働働きき方方改改革革  

本研修は、基本的には教員個々の自主研修として位置付けているが、研修終了後に演習シ

ートなどを活用して、管理職との面談を実施することにより、研修内容の深化・拡大、日常

実践に向けての意欲の向上や具体的な指導方法の獲得を図るものである。また、これらの取

組を通して、受講した教員と管理職との対話を充実させ、信頼関係を強化するとともに、教

員個々の研修意欲を高め、より主体的・計画的に自らの学びをデザインする手だてとなる効

果も期待できる。 

   さらに、本学が開発したクラウド上のシステムを活用することで、長期休業中等、自宅で

の受講も可能であり、また、校内の初任者指導の担当教員の指導教材等の作成の負担軽減を

図ることができ、教員の働き方改革にもつながるものと考えている。 

  

②②協協働働的的なな学学びびのの設設定定  

本研修は、自主的な学びを主としているが、集合研修等の機会に協働的な学びの場を設定

することによって、より大きな成果が期待できる。特に研修の第２回や第３回においては、

受講者同士や校内の教員との交流等を行うことによって、各自の研修内容の更なる深化・拡

大を図ることができる。そのような観点から、自主研修後や校内研修等の中において、協働

的な学びの場が積極的に設定されることを期待している。本研修が校内研修や教育委員会主

催の集合研修の場面で活用されることを心より願うところである。 
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【【教教員員研研修修用用CCBBTT】】

北海道教育大学
教員研修用教育実践力向上CBT開発プロジェクトチーム

～～第第11回回～～

【【第第１１回回 研研修修のの内内容容】】

1．本研修『教員研修用ＣＢＴ』の概要

2．演習「教育実践力向上ＣＢＴ」に挑戦！

※※ＣＢＴの問題は答えの選択肢を選ぶことは簡単で
すが、実は他の選択肢を理解して指導方法を広げ
たり自分の実践と結び付けて考察したりすること
が大変重要な学びとなります。

別紙資料１：第１回、第２回、第３回研修動画・演習シート

14

【【教教員員研研修修用用CCBBTT】】

北海道教育大学
教員研修用教育実践力向上CBT開発プロジェクトチーム

～～第第11回回～～

【【第第１１回回 研研修修のの内内容容】】

1．本研修『教員研修用ＣＢＴ』の概要

2．演習「教育実践力向上ＣＢＴ」に挑戦！

※※ＣＢＴの問題は答えの選択肢を選ぶことは簡単で
すが、実は他の選択肢を理解して指導方法を広げ
たり自分の実践と結び付けて考察したりすること
が大変重要な学びとなります。

別紙資料１：第１回、第２回、第３回研修動画・演習シート
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【【教教員員研研修修用用CCBBTT】】

北海道教育大学
教員研修用教育実践力向上CBT開発プロジェクトチーム

～～第第11回回～～

【【第第１１回回 研研修修のの内内容容】】

1．本研修『教員研修用ＣＢＴ』の概要

2．演習「教育実践力向上ＣＢＴ」に挑戦！

※※ＣＢＴの問題は答えの選択肢を選ぶことは簡単で
すが、実は他の選択肢を理解して指導方法を広げ
たり自分の実践と結び付けて考察したりすること
が大変重要な学びとなります。

別紙資料１：第１回、第２回、第３回研修動画・演習シート

14

＜＜本本日日のの研研修修（（シシスステテムム操操作作））のの流流れれ＞＞

１１．．本本研研修修『『教教員員研研修修用用ＣＣＢＢＴＴ』』のの内内容容

（（１１））教教員員研研修修用用ＣＣＢＢＴＴととはは・・・・・・

・・北北海海道道教教育育大大学学がが独独自自にに開開発発ししたた「「教教育育実実践践力力向向上上ＣＣＢＢ

ＴＴ」」活活用用にによよるる初初任任段段階階（（おおよよそそ教教職職経経験験年年数数11～～33年年））

をを中中心心ととししたた若若手手のの教教員員向向けけのの研研修修ププロロググララムム

ＣＣＢＢＴＴ Computer  Based  Testing＆Training

※※今今回回のの研研修修ののＣＣＢＢＴＴはは、、テテスストトででははななくく、、トトレレーーニニンンググとと

ししててＣＣＢＢＴＴのの概概要要をを理理解解ししたたりり指指導導方方法法をを広広げげたたりりすするる

たためめにに取取りり組組んんででいいたただだくくももののでですす。。

15

【【教教員員研研修修用用CCBBTT】】

北海道教育大学
教員研修用教育実践力向上CBT開発プロジェクトチーム

～～第第11回回～～

【【第第１１回回 研研修修のの内内容容】】

1．本研修『教員研修用ＣＢＴ』の概要

2．演習「教育実践力向上ＣＢＴ」に挑戦！

※※ＣＢＴの問題は答えの選択肢を選ぶことは簡単で
すが、実は他の選択肢を理解して指導方法を広げ
たり自分の実践と結び付けて考察したりすること
が大変重要な学びとなります。

別紙資料１：第１回、第２回、第３回研修動画・演習シート
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（（２２））本本研研修修のの特特色色

①①北北海海道道教教育育大大学学のの「「教教育育実実践践力力向向上上ＣＣＢＢＴＴ」」をを

活活用用ししたた構構成成ととししてていいるる。。

②②北北海海道道教教育育委委員員会会及及びび札札幌幌市市教教育育委委員員会会のの「「求求めめ

るる教教員員像像」」やや「「教教員員育育成成指指標標」」ととのの関関連連をを図図っってて

いいるる。。

③③「「省省察察（（リリフフレレククシショョンン））」」のの手手法法をを取取りり入入れれたた

学学びびととししてていいるる。。

④④研研修修成成果果をを日日常常実実践践にに生生かかししたたりり管管理理職職等等ととのの対対

話話にによよるる深深化化・・拡拡大大をを図図っったたりりすするるここととががででききるる。。

（（３３））高高ままりりがが期期待待さされれるる資資質質能能力力

①本研修の３回の学びを通して…
→【課題解決力】を高める！

第１回：オリエンテーション、研修の概要の理解
第２回：札幌市の教員育成指標との関連を

踏まえたＣＢＴの取組による、
［研修課題の設定］・・・・・・課題の設定
［ＣＢＴを活用した追究］・・課題の追究①

第３回：［省察による追究］・・・・・・課題の追究②
［研修の成果のまとめ］・・・・課題の解決
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（（２２））本本研研修修のの特特色色

①①北北海海道道教教育育大大学学のの「「教教育育実実践践力力向向上上ＣＣＢＢＴＴ」」をを

活活用用ししたた構構成成ととししてていいるる。。

②②北北海海道道教教育育委委員員会会及及びび札札幌幌市市教教育育委委員員会会のの「「求求めめ

るる教教員員像像」」やや「「教教員員育育成成指指標標」」ととのの関関連連をを図図っってて

いいるる。。

③③「「省省察察（（リリフフレレククシショョンン））」」のの手手法法をを取取りり入入れれたた

学学びびととししてていいるる。。

④④研研修修成成果果をを日日常常実実践践にに生生かかししたたりり管管理理職職等等ととのの対対

話話にによよるる深深化化・・拡拡大大をを図図っったたりりすするるここととががででききるる。。

（（３３））高高ままりりがが期期待待さされれるる資資質質能能力力

①本研修の３回の学びを通して…
→【課題解決力】を高める！

第１回：オリエンテーション、研修の概要の理解
第２回：札幌市の教員育成指標との関連を

踏まえたＣＢＴの取組による、
［研修課題の設定］・・・・・・課題の設定
［ＣＢＴを活用した追究］・・課題の追究①

第３回：［省察による追究］・・・・・・課題の追究②
［研修の成果のまとめ］・・・・課題の解決
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②「教育実践力向上ＣＢＴ」の考察から…
→【教育に関する基礎知識、普遍的実
践方法や指導技術】を高める！

③省察（リフレクション）を深めて…
→【感性・感受性、授業構築力・授

業改善力、即応力】等を高める！

学学びびのの深深化化・・拡拡大大にによよりり高高度度化化ささせせるる！！

（（４４））研研修修のの全全体体計計画画
【第１回】

＜＜本本研研修修『『教教員員研研修修用用ＣＣＢＢＴＴ』』のの理理解解＞＞

＜＜「「教教育育実実践践力力向向上上ＣＣＢＢＴＴ」」のの演演習習＞＞

【第２回】
＜＜研研修修課課題題のの設設定定＞＞

「「教教育育実実践践力力向向上上ＣＣＢＢＴＴ」」のの活活用用にによよるる課課題題のの設設定定

＜＜ＣＣＢＢＴＴをを活活用用ししたた追追究究＞＞

ＣＣＢＢＴＴのの活活用用にによよるる指指導導方方法法等等のの考考察察

【第３回】
＜＜省省察察（（リリフフレレククシショョンン））にによよるる追追究究＞＞

「「省省察察（（リリフフレレククシショョンン））」」にによよるる指指導導のの在在りり方方やや指指

のの本本質質ななどどのの考考察察

＜＜研研修修ののままととめめ＞＞
研修の成果をまとめ、教師としての自分自身の深化・拡大
を自覚し、実践への意欲を高める。
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２２．．演演習習「「教教育育実実践践力力向向上上ＣＣＢＢＴＴ」」にに挑挑戦戦！！

（（１１））「「教教育育実実践践力力向向上上ＣＣＢＢＴＴ」」のの概概要要

＊基礎編・応用編→教育実習前後 ＊発展編→初任段階の教員向け
の大学生向け

＊応用編→初任段階の教員向け

【【構構成成】】……８８つつのの領領域域

１１．．教教師師論論
２２．．学学級級経経営営
３３．．学学習習指指導導
４４．．特特別別支支援援教教育育
５５．．生生徒徒指指導導
６６．．危危機機管管理理
７７．．学学習習指指導導要要領領
・・教教育育課課程程

８８．．法法規規

問題の構成は？

【基礎編・応用編】
基礎編には、
解答と解説が
ついています。

【基礎編・応用編】,
【発展編】とも、
８つの領域から
構成されています。
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ＣＢＴを学ぶ際の３つの視点！
①知識の量と質を高め、確実に習得する！

②実践上の指導方法を理解する！

③指導理念や教師の姿勢等の原点となる
ものを見出す。

→実践場面と結びつけて、イメージ・
考察し、自らの指導方法を広げる。

→教師としての基本姿勢や理念などの
共通項を探る。

ア 一人一人の学習状況を把握する。
イ 教師が一呼吸入れる。
ウ 一人一人の児童生徒に合った助言を行う。
エ よさやがんばりを認め、称賛する。
オ 学習の進め方を指導する。

①知識の量と質を高め、確実に習得する！

＜＜机机間間指指導導ののねねららいい＞＞

問問題題：：机机間間指指導導ののねねららいいととししてて、、ふふささわわししくくなないい
ももののをを１１つつ選選びびななささいい。。
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問題：板書計画の留意点として､当てはまらな
いものを１つ選びなさい。

ア 課題とまとめを対応させる。
イ 板書が黒板に収まらなくなった場合は一部を消す。
ウ 児童生徒の発達の段階に応じて語や文を線で結ぶ

などして構造的にまとめる。
エ 文字の大きさや太さを変えたり、囲み文字や

色チョークを活用したりしてメリハリを付ける。
オ ノートの写させるだけの板書ではなく、児童生徒

が工夫できる余地のある板書にし、前時や次時の
学習につなげる。

②②実実践践上上のの指指導導方方法法をを理理解解すするる！！
＜＜板板書書計計画画＞＞

＜＜社社会会科科のの構構造造化化さされれたた板板書書例例＞＞

（提供：北海道社会科教育連盟）

【板書の３つの役割】
「伝える」 「支える」 「整理する」
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ア 間違いであることを指摘し、他の児童生徒に正しい
答えの発言を求める。

イ 間違いであることは断定せずに共感的に受け止める。
ウ 1つの考えであることを認め、価値付ける。
エ 学級全体で共有し、思考を深めるきっかけとする。
オ どのような思考過程を経て至った考えなのかを

問い返す。

③指導理念や教師の姿勢等の原点となるものを見出す

＜間違った発言への対応(1)＞

問題：授業中に間違った発言が出たときの対応とし
て、ふさわしくないものを１つ選びなさい。

ア 授業に関係のない発言をしたことを追及する。
イ 後で聞くことを伝える。
ウ 授業に関係のない発言であることに気付かせる。
エ 発言の意図を聞いた上で判断し、必要に応じて

指導する。
オ 授業に関する意見はないか聞く。

＜＜授授業業にに関関係係ののなないい発発言言へへのの対対応応＞＞

問問題題：：授授業業中中にに児児童童生生徒徒かからら授授業業にに関関係係ののなないい
発発言言がが出出たたととききのの対対応応ととししてて、、ふふささわわしし
くくなないいももののをを１１つつ選選びびななささいい。。
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ここのの二二つつのの問問題題かからら考考ええらられれ
るるこことと……

・・二二つつのの問問題題にに共共通通すするるこことと、、つつままりり指指導導やや対対応応のの基基
本本（（大大切切ななポポイインントト））をを考考ええててみみままししょょうう！！

＊＊間間違違いいななどどをを一一方方的的にに指指摘摘ししたたりり追追及及ししたたりりせせずずにに
ままずずはは、、本本人人のの考考ええやや気気持持ちちをを受受けけ止止めめ、、認認めめるる
ななどどししてて尊尊重重ししたた上上でで、、学学習習内内容容やや次次ににつつななげげ
「「発発言言ををししてて良良かかっったた！！」」「「先先生生ががききちちんんとと受受けけ
止止めめててくくれれたた！！」」「「ななるるほほどど、、そそううかか！！」」とと思思うう
よよううななププララススのの関関わわりりををすするるここととがが大大切切でですすねね！！

→→ここののここととはは、、生生徒徒指指導導上上もも重重要要！！

（（２２））問問題題をを解解いいててみみままししょょうう！！

①まず、システム画面の教員研修用ＣＢＴ第１回
「トレーニング」をクリックして、ＣＢＴの８領域
から２問ずつ出題される全１６問に取り組んでみま
しょう。

②全ての問題を解いた後、答えを確認します。
③時間は、ＣＢＴの問題への取組と答えの確認を合わせ
て、１５分間とします。

※※答えの確認が終わったら、「講義１－２」をクリック
して、ＣＢＴの８つの領域の解説を視聴してください。
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１６問解き終わったら ボタンをクリックして、

次に ボタンをクリックするとこの画面になります。

この画面から全体の正答数や各問題の正解不正解が確認できます。

確認する

提出する

説説明明終終了了後後、、「「ＣＣＢＢＴＴ問問題題へへのの取取組組」」とと答答ええのの確確認認をを始始めめててくくだだささいい。。
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• 児童生徒と多くの時間をともに過ごしている中、教師になっ
てやりがいを感じられる瞬間は、児童生徒のちょっとした変
化や成⾧を感じられたときではないでしょうか。

• 学習内容を理解できなかった児童生徒が「わかった！」と笑
顔を向けてくれたとき、なかなかできなかったことができる
ようになった児童生徒のうれしそうな姿を見たときなどは、
教師として何ともいえない喜びを感じることができます。

• 学校は学力を身に付けるだけではなく、人間性を育む場でも
あります。

• 教師との関わりが児童生徒のその後の人生に大きく影響を及
ぼす可能性があります。

• 人格が形成される大切な時期に児童生徒の成⾧を手助けする
ことは重い責任を伴いますが、それだけにやりがいを感じる
ことも大きいのではないでしょうか。

１．教師論

• 「令和の日本型学校教育を担う教職員像」として、以下のこ
とがあげられています。
＊変化を前向きに受け止め、教職生涯を通じて学び続ける。
＊子供一人一人の学びを最大限に引き出す役割
＊子供の主体的な学びを支援する伴走者
＊多様な人材の教育界内外からの確保や、教師の資質・能力
の向上により、質の高い教職員集団を実現。

＊多様な外部人材や専門スタッフ等がチームとして力を発揮
＊教師が創造的で魅力ある仕事であることが再認識され、
教師自身も士気を高め、誇りを持って働くことができる。

『令和の日本型学校教育』を担う教師の養成・採用・研修等のあり方について～「新たな教師の学びの
姿」の実現と、多様な専門性を有する質の高い教職員集団の形成～答申（概要）より

１．教師論
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• 令和の日本型学校教育を担う教師に求められる資質・能力が、
「教職に必要な素養」「学習指導」「生徒指導」「特別な配
慮や支援を必要とする子供への対応」「ICTや情報・教育
データの利活用」の５項目に再整理されました。

• 令和時代に応じて新たに明示された資質には、ICTスキルや、
データを読み解き個別最適な学び等に応用できるデータリテ
ラシーなどがあります。他には、子供たちの主体的な学習の
「伴走者」とあるよう、ファシリテーション能力が重視され
ています。そして、教職員が集団として力を発揮することが
一層期待されることに付随し、教師同士のコミュニケーショ
ン、連携協働などが強調されるようになったのが特徴的です。

１．教師論

求求めめらられれるる学学級級経経営営

心心のの居居場場所所ととななるる学学級級経経営営

学学級級がが児児童童生生徒徒ににととっってて「「心心のの居居場場所所」」ととななるるたためめににはは、、一一人人一一人人のの
よよささやや可可能能がが認認めめらられれ、、支支ええ合合いい、、励励まましし合合ううここととののででききるる支支持持的的なな風風
土土にに満満ちちたた場場ででああるるここととがが必必要要でですす。。

そそののたためめのの配配慮慮事事項項

①①児児童童生生徒徒一一人人一一人人がが活活躍躍ででききるる場場をを設設定定すするる。。

②②児児童童生生徒徒ののよよささをを認認めめ、、励励まましし、、皆皆にに広広めめるる場場をを設設定定すするる。。

③③ググルルーーププ活活動動ななどど、、助助けけ合合いいのの場場をを設設定定すするる。。

④④児児童童生生徒徒のの思思いいやや願願いいをを生生かかせせるる活活動動をを取取りり入入れれるる。。

学級＝学校における学習や生活の基盤
■児童生徒が安心・安全で伸び伸びと

過ごせる楽しい場

２．学級経営
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求求めめらられれるる学学級級経経営営

自自己己実実現現をを促促すす学学級級経経営営

開開かかれれたた学学級級経経営営

児児童童生生徒徒一一人人一一人人ののよよささやや可可能能性性をを伸伸ばばししたたりり、、学学級級内内でで起起ここるる問問題題をを解解決決すするるたためめにに
はは、、他他のの教教師師とと連連携携・・協協力力ししななががらら指指導導にに当当たたるるここととがが必必要要でですす。。そそののたためめににはは、、「「開開かか
れれたた学学級級経経営営」」をを心心掛掛けけ、、同同学学年年ははももととよよりり、、他他学学年年のの教教師師やや養養護護教教諭諭等等ににもも広広くく助助言言をを
求求めめるるななどど、、自自分分一一人人でで抱抱ええ込込ままなないい姿姿勢勢がが大大切切でですす。。

児児童童生生徒徒一一人人一一人人にに、、学学級級ににおおけけるる諸諸活活動動をを通通ししてて、、自自らら課課題題をを見見付付けけ、、よよりりよよくく問問題題
をを解解決決すするるここととががででききるる資資質質やや能能力力をを身身にに付付けけるるここととががででききるるよよううににすするるここととがが大大切切でですす。。
そそののたためめににはは、、児児童童生生徒徒一一人人一一人人ののももつつよよささやや可可能能性性をを伸伸長長ささせせ、、豊豊かかなな自自己己実実現現をを促促すす
学学級級経経営営がが求求めめらられれまますす。。

学級＝学校における学習や生活の基盤
■児童生徒の成⾧を認め、励まし、

意欲を喚起する。

２．学級経営

求求めめらられれるる教教師師像像

児児童童生生徒徒がが求求めめるる教教師師

基基盤盤ととななるる信信頼頼関関係係

□□公公平平 □□明明るるいい □□親親ししみみややすすいい □□ははききははききししてていいるる

□□指指導導熱熱心心（（教教ええ方方がが上上手手）） □□優優ししささとと厳厳ししささののババラランンスス

□□ユユーーモモアアががああるる □□一一緒緒にに遊遊んんででくくれれるる

①①確確かかなな児児童童生生徒徒理理解解 ②②支支持持的的風風土土のの醸醸成成

③③他他のの教教職職員員ととのの連連携携 ④④家家庭庭やや地地域域社社会会ととのの連連携携

★★「「児児童童生生徒徒ににととっってて最最良良のの教教育育環環境境はは、、教教師師自自身身でですす！！」」

児童生徒にとって大切なことは、
「どこで学んだか」ではなく、
「どんな教師に出会えたか」です。

２．学級経営
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求求めめらられれるる学学級級経経営営

自自己己実実現現をを促促すす学学級級経経営営

開開かかれれたた学学級級経経営営

児児童童生生徒徒一一人人一一人人ののよよささやや可可能能性性をを伸伸ばばししたたりり、、学学級級内内でで起起ここるる問問題題をを解解決決すするるたためめにに
はは、、他他のの教教師師とと連連携携・・協協力力ししななががらら指指導導にに当当たたるるここととがが必必要要でですす。。そそののたためめににはは、、「「開開かか
れれたた学学級級経経営営」」をを心心掛掛けけ、、同同学学年年ははももととよよりり、、他他学学年年のの教教師師やや養養護護教教諭諭等等ににもも広広くく助助言言をを
求求めめるるななどど、、自自分分一一人人でで抱抱ええ込込ままなないい姿姿勢勢がが大大切切でですす。。

児児童童生生徒徒一一人人一一人人にに、、学学級級ににおおけけるる諸諸活活動動をを通通ししてて、、自自らら課課題題をを見見付付けけ、、よよりりよよくく問問題題
をを解解決決すするるここととががででききるる資資質質やや能能力力をを身身にに付付けけるるここととががででききるるよよううににすするるここととがが大大切切でですす。。
そそののたためめににはは、、児児童童生生徒徒一一人人一一人人ののももつつよよささやや可可能能性性をを伸伸長長ささせせ、、豊豊かかなな自自己己実実現現をを促促すす
学学級級経経営営がが求求めめらられれまますす。。

学級＝学校における学習や生活の基盤
■児童生徒の成⾧を認め、励まし、

意欲を喚起する。

２．学級経営

求求めめらられれるる教教師師像像

児児童童生生徒徒がが求求めめるる教教師師

基基盤盤ととななるる信信頼頼関関係係

□□公公平平 □□明明るるいい □□親親ししみみややすすいい □□ははききははききししてていいるる

□□指指導導熱熱心心（（教教ええ方方がが上上手手）） □□優優ししささとと厳厳ししささののババラランンスス

□□ユユーーモモアアががああるる □□一一緒緒にに遊遊んんででくくれれるる

①①確確かかなな児児童童生生徒徒理理解解 ②②支支持持的的風風土土のの醸醸成成

③③他他のの教教職職員員ととのの連連携携 ④④家家庭庭やや地地域域社社会会ととのの連連携携

★★「「児児童童生生徒徒ににととっってて最最良良のの教教育育環環境境はは、、教教師師自自身身でですす！！」」

児童生徒にとって大切なことは、
「どこで学んだか」ではなく、
「どんな教師に出会えたか」です。

２．学級経営
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私たちが確かな授業をするためには、指導者が指導の目標や内容を十分に理
解していなければなりません。学習指導案の作成に当たっては、まずもって
指導の目標や内容への理解が必要です。

３．学習指導・授業改善

＜教員研修用CBTを通して・・・＞
学校教育、そして教育実習の主要部分を占めるの

は授業です。以下の問題を解くことで、これら授業
づくりの基礎となる知識を確認することができます。
また、間違えやすい漢字の筆順なども、この機会に
確認し、正しいものを身に付けておきましょう。

目標

内容

どんな力を付けるか。

どんなことを、どのように学
ぶか。

学習指導要領を参照
教科及び学年の目標や内
容

教師用指導書を参照
児童生徒の側に立った解釈

児童生徒の実態を整理
学習内容に関する学習歴
や習熟の度合い

指導計画の確認
指導時間や内容の取扱い
等

発問・指示・活動・評
価等を実践できる力

３．学習指導・授業改善

育てたい力と授業改善 指導技術

学習評価

「知識及び技能」「思考力・判
断力・表現力等」「学びに向かう
力・人間性等」の３つの資質・能
力を児童生徒に育むための、「主
体的・対話的で深い学び」の視点
による授業の工夫・改善。

児童生徒にとっての「分かる」
「できる」「楽しい」授業を目指す
ための幅広い指導の技術を身に付け
る。

学習の成果を的確に捉え、教師
が指導の改善を図るとともに、児
童生徒自身が自らの学習を振り
返って次の学習に向かうことがで
きるようにするための学習評価。

漢字の正しい字体や筆順を理
解し、板書などをすることは、
教師の指導技術の基本。（間違
いやすい漢字の筆順例）

漢字の筆順
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特特別別支支援援教教育育のの推推進進
各各学学校校でではは、、特特別別なな教教育育的的支支援援をを必必要要ととすするる児児童童生生徒徒にに対対ししてて、、障障ががいいのの状状

態態やや発発達達のの段段階階、、特特性性等等をを把把握握しし望望ままししいい教教育育的的なな対対応応ににつついいてて検検討討ししまますす。。

児童生徒一人一人の教育的ニーズの把握
組織的な体制と必要な支援

体体制制のの整整備備とと必必要要なな支支援援

・・校校内内委委員員会会のの設設置置……全全校校的的なな支支援援体体制制をを確確立立しし、、必必要要なな教教育育的的ニニーーズズやや特特性性

等等をを把把握握ししてて、、支支援援のの在在りり方方をを検検討討ししまますす。。

・・実実態態把把握握……学学校校やや家家庭庭でで必必要要なな支支援援やや配配慮慮ににつついいてて、、保保護護者者やや関関係係機機関関とと十十

分分にに話話しし合合ううななどど連連携携をを図図りりまますす。。

・・特特別別支支援援ココーーデディィネネーータターーのの指指名名……校校務務分分掌掌にに位位置置づづけけらられれ、、校校内内研研修修のの企企

画画、、関関係係機機関関ととのの連連絡絡調調整整、、保保護護者者のの相相談談窓窓口口やや合合理理的的配配慮慮のの提提供供等等組組織織的的

にに機機能能すするるよようう努努めめまますす。。

４．特別支援教育

個個別別のの指指導導計計画画のの作作成成・・活活用用
障障ががいいののああるる児児童童生生徒徒一一人人一一人人ににつついいてて、、指指導導目目標標やや内内容容、、配配慮慮事事項項等等のの個個

別別のの指指導導計計画画をを整整理理しし、、教教職職員員のの共共通通理理解解ののももとと、、ききめめ細細かかなな指指導導をを行行いいまますす。。

実態把握に基づいた具体的な支援
保護者の心情を受け止め信頼関係を構築

・・学学習習上上、、生生活活上上のの困困難難ささだだけけででななくく、、よよささをを含含めめたた実実態態把把握握にに努努めめまますす。。

・・達達成成可可能能なな短短期期目目標標やや長長期期目目標標をを設設定定しし、、指指導導やや支支援援のの方方法法をを検検討討ししまますす。。

・・ででききるるだだけけ数数値値をを入入れれてて評評価価ででききるるよよううにに目目標標をを具具体体的的にに設設定定ししまますす。。

・・月月ごごとと、、学学期期ごごととににＰＰＤＤＣＣＡＡササイイククルルでで指指導導のの見見直直ししをを図図りりまますす。。

子子どどももへへのの指指導導をを効効果果的的にに行行ううににはは保保護護者者ととのの信信頼頼関関係係がが大大切切でですす。。保保護護者者

のの心心情情をを受受けけ止止めめつつつつ、、指指導導内内容容やや方方法法ににつついいてて共共通通理理解解をを図図りりまますす。。

保保護護者者ととのの関関係係づづくくりり

・・保保護護者者とと日日頃頃かかららつつななががりり、、子子どどももをを肯肯定定的的ににととららええ成成長長点点ややよよいいととこころろをを伝伝ええまますす。。

・・保保護護者者のの不不安安やや苦苦労労をを分分かかろろううととすするる姿姿勢勢ををももちち、、協協働働ででのの教教育育的的支支援援をを心心ががけけまますす。。

・・ここれれままででのの子子育育ててのの大大変変ささやや一一人人のの人人間間ととししててのの思思いいををししっっかかりりとと聴聴きき、、受受けけ止止めめまますす。。

４．特別支援教育
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特特別別支支援援教教育育のの推推進進
各各学学校校でではは、、特特別別なな教教育育的的支支援援をを必必要要ととすするる児児童童生生徒徒にに対対ししてて、、障障ががいいのの状状

態態やや発発達達のの段段階階、、特特性性等等をを把把握握しし望望ままししいい教教育育的的なな対対応応ににつついいてて検検討討ししまますす。。

児童生徒一人一人の教育的ニーズの把握
組織的な体制と必要な支援

体体制制のの整整備備とと必必要要なな支支援援

・・校校内内委委員員会会のの設設置置……全全校校的的なな支支援援体体制制をを確確立立しし、、必必要要なな教教育育的的ニニーーズズやや特特性性

等等をを把把握握ししてて、、支支援援のの在在りり方方をを検検討討ししまますす。。

・・実実態態把把握握……学学校校やや家家庭庭でで必必要要なな支支援援やや配配慮慮ににつついいてて、、保保護護者者やや関関係係機機関関とと十十

分分にに話話しし合合ううななどど連連携携をを図図りりまますす。。

・・特特別別支支援援ココーーデディィネネーータターーのの指指名名……校校務務分分掌掌にに位位置置づづけけらられれ、、校校内内研研修修のの企企

画画、、関関係係機機関関ととのの連連絡絡調調整整、、保保護護者者のの相相談談窓窓口口やや合合理理的的配配慮慮のの提提供供等等組組織織的的

にに機機能能すするるよようう努努めめまますす。。

４．特別支援教育

個個別別のの指指導導計計画画のの作作成成・・活活用用
障障ががいいののああるる児児童童生生徒徒一一人人一一人人ににつついいてて、、指指導導目目標標やや内内容容、、配配慮慮事事項項等等のの個個

別別のの指指導導計計画画をを整整理理しし、、教教職職員員のの共共通通理理解解ののももとと、、ききめめ細細かかなな指指導導をを行行いいまますす。。

実態把握に基づいた具体的な支援
保護者の心情を受け止め信頼関係を構築

・・学学習習上上、、生生活活上上のの困困難難ささだだけけででななくく、、よよささをを含含めめたた実実態態把把握握にに努努めめまますす。。

・・達達成成可可能能なな短短期期目目標標やや長長期期目目標標をを設設定定しし、、指指導導やや支支援援のの方方法法をを検検討討ししまますす。。

・・ででききるるだだけけ数数値値をを入入れれてて評評価価ででききるるよよううにに目目標標をを具具体体的的にに設設定定ししまますす。。

・・月月ごごとと、、学学期期ごごととににＰＰＤＤＣＣＡＡササイイククルルでで指指導導のの見見直直ししをを図図りりまますす。。

子子どどももへへのの指指導導をを効効果果的的にに行行ううににはは保保護護者者ととのの信信頼頼関関係係がが大大切切でですす。。保保護護者者

のの心心情情をを受受けけ止止めめつつつつ、、指指導導内内容容やや方方法法ににつついいてて共共通通理理解解をを図図りりまますす。。

保保護護者者ととのの関関係係づづくくりり

・・保保護護者者とと日日頃頃かかららつつななががりり、、子子どどももをを肯肯定定的的ににととららええ成成長長点点ややよよいいととこころろをを伝伝ええまますす。。

・・保保護護者者のの不不安安やや苦苦労労をを分分かかろろううととすするる姿姿勢勢ををももちち、、協協働働ででのの教教育育的的支支援援をを心心ががけけまますす。。

・・ここれれままででのの子子育育ててのの大大変変ささやや一一人人のの人人間間ととししててのの思思いいををししっっかかりりとと聴聴きき、、受受けけ止止めめまますす。。

４．特別支援教育
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【生徒指導の目的】
『児童生徒一人一人の個性の発見とよさや可能性の
伸⾧と社会的資質・能力の発達を支えると同時に
自己の幸福追求と社会に受け入れられる自己実現
を支えること』

＊児童生徒の自己指導能力の獲得を支えるために・・・
生徒指導では、多様な教育活動を通して、児童生徒が主体的に
課題に挑戦してみることや多様な他者と協働して創意工夫する
ことの重要性を実感することが大切である。

＊生徒指導を意識した授業づくり
授業の中に、知識や思考力を身に付け、学力を高める
だけでなく、児童生徒が個性を伸ばし社会性を身に
付けるように働きかける生徒指導の視点を意識して
組み込んでいくことで、教室での教科の学びが将来、
社会で充実して生きることにつながっていく。

５．生徒指導

「「生生徒徒指指導導提提要要」」がが１１２２年年ぶぶりりにに
改改訂訂さされれ、、令令和和４４年年１１２２月月にに文文部部
科科学学省省よよりり発発行行さされれままししたた。。ぜぜひひ
生生徒徒指指導導のの基基本本書書ととししてて活活用用すするる
ととよよいいででししょょうう。。

【危機管理の目的】
○ 児童生徒及び教職員の安全を確保すること。
○ 学校と児童生徒・保護者・地域社会との信頼関係を保つこと。
○ 組織的で迅速かつ的確な対応により、学校を安定した状態にすること。

６．危機管理

■学校は、児童生徒一人一人の健やかな成長と自己実現を目指し
て教育活動を行うところであり、その基盤として安全で安心な
教育環境の確保が必要です。

※学校の「危機」とは・・・
突突発発的的ななケケガガ、、心心停停止止等等のの事事故故、、
不不審審者者侵侵入入ななどどのの加加害害行行為為、、
自自然然災災害害やや火火災災等等のの災災害害、、
食食中中毒毒やや感感染染症症、、いいじじめめ、、自自殺殺、、
個個人人情情報報のの紛紛失失・・漏漏洩洩、、
教教職職員員のの服服務務事事故故ななどど、、
学学校校をを取取りり巻巻くく危危機機事事象象ににはは
様様々々ななももののががあありりまますす。。

＜教員研修用CBTを通して・・・＞
学学校校ににおおいいてて、、児児童童生生徒徒等等がが生生きき生生ききとと

活活動動しし、、学学べべるるよよううににすするるたためめににはは、、そそのの
安安全全確確保保がが不不可可欠欠のの前前提提ととななりりまますす。。

児児童童生生徒徒等等はは守守らられれるる対対象象ででああるるここととにに
ととどどままららずず、、自自ららのの安安全全をを確確保保すするるここととのの
ででききるる基基礎礎的的なな資資質質・・能能力力をを学学校校教教育育全全体体
をを通通じじてて育育成成ししてていいくくここととがが求求めめらられれまますす。。

是是非非、、日日常常実実践践のの中中でで意意欲欲とと自自信信ををももっっ
てて取取りり組組んんででくくだだささいい。。
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• 今回、改訂された学習指導要領の総則では
＊社会に開かれた教育課程の実現
＊「育成を目指す資質・能力」の３つの柱
＊主体的・対話的で深い学び
などの意義や内容が示されています。

• 今回の改訂では、知・徳・体にわたる「生きる力」をより具
体化し、教育課程全体を通して育成を目指す資質・能力を３
つの柱に整理するとともに、「何のために学ぶのか」という
学習の意義を共有しながら、授業の創意工夫や教科書等の改
善を引き出していけるよう、全ての教科等の目標及び内容を
育成を目指す資質･能力の３つの柱で再整理しています。学
習指導に当たっては、これらの資質・能力の内容を理解し、
「主体的・対話的で深い学び」の視点による授業改善を図る
必要があります。

７．学習指導要領・教育課程

８．法 規

■公公教教育育はは、、公公のの目目的的にによよっってて行行わわれれ
るる教教育育のの総総称称でですす。。一一般般的的ににはは国国やや
地地方方公公共共団団体体、、学学校校法法人人にによよりり設設
置置・・運運営営さされれるる学学校校でで行行わわれれるる、、
公公的的なな制制度度にに則則っったた教教育育でですす。。

■教教育育のの担担いい手手ででああるる教教員員はは、、教教育育者者とと
ししててのの使使命命感感、、人人間間のの成成長長・・発発達達ににつつ
いいててのの深深いい理理解解、、児児童童生生徒徒にに対対すするる教教
育育的的愛愛情情、、教教科科等等にに関関すするる専専門門的的知知識識、、
広広くく豊豊かかなな教教養養、、そそししててここれれららをを基基盤盤
ととししたた実実践践的的指指導導力力がが求求めめらられれまますす。。
そそのの上上でで、、教教員員のの身身分分やや仕仕事事はは法法規規にに
よよっってて定定めめらられれ、、守守らられれてていいまますす。。
日日々々のの学学校校ででのの教教育育活活動動もも法法規規にによよっっ
てて規規定定さされれ、、組組織織的的・・計計画画的的にに運運営営ささ
れれてていいまますす。。

＜教員研修用CBTを通して・・・＞
教教員員はは、、児児童童生生徒徒のの日日々々のの成成長長をを目目指指ししてて

取取りり組組んんででいいまますす。。
そそののたためめににはは、、ままずず、、児児童童生生徒徒がが教教員員にに信信

頼頼をを寄寄せせるるここととがが指指導導のの出出発発点点でであありり、、信信頼頼
はは全全ててのの教教育育活活動動のの基基盤盤でですす。。

日日常常生生活活上上ででああっっててもも社社会会規規範範をを守守るるこことと
はは当当然然ななががらら、、教教員員ととししててのの服服務務とと義義務務をを意意
識識しし、、法法令令順順守守のの下下、、児児童童生生徒徒ははももととよよりり、、
保保護護者者・・地地域域住住民民かかららもも信信頼頼さされれるるよようう期期待待
ししてていいまますす。。

学校

教員

※学校教育に特に関りが深い法規とは…
〇 日本国憲法
〇 教育基本法
〇 学校教育法
〇 学校教育法施行令
〇 学校教育法施行規則
〇 教育公務員特例法
〇 教育職員免許法
〇 地方公務員法 等

※※地地方方公公務務員員
法法第第3311条条かからら
3388条条にに、、８８つつ
のの服服務務義義務務をを
規規定定ししてていいまま
すす。。ここのの８８つつ
のの服服務務義義務務はは、、
３３つつのの職職務務上上
のの義義務務とと、、５５
つつのの身身分分上上のの
義義務務にに示示さされれ
てていいまますす。。
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• 今回、改訂された学習指導要領の総則では
＊社会に開かれた教育課程の実現
＊「育成を目指す資質・能力」の３つの柱
＊主体的・対話的で深い学び
などの意義や内容が示されています。

• 今回の改訂では、知・徳・体にわたる「生きる力」をより具
体化し、教育課程全体を通して育成を目指す資質・能力を３
つの柱に整理するとともに、「何のために学ぶのか」という
学習の意義を共有しながら、授業の創意工夫や教科書等の改
善を引き出していけるよう、全ての教科等の目標及び内容を
育成を目指す資質･能力の３つの柱で再整理しています。学
習指導に当たっては、これらの資質・能力の内容を理解し、
「主体的・対話的で深い学び」の視点による授業改善を図る
必要があります。

７．学習指導要領・教育課程

８．法 規

■公公教教育育はは、、公公のの目目的的にによよっってて行行わわれれ
るる教教育育のの総総称称でですす。。一一般般的的ににはは国国やや
地地方方公公共共団団体体、、学学校校法法人人にによよりり設設
置置・・運運営営さされれるる学学校校でで行行わわれれるる、、
公公的的なな制制度度にに則則っったた教教育育でですす。。

■教教育育のの担担いい手手ででああるる教教員員はは、、教教育育者者とと
ししててのの使使命命感感、、人人間間のの成成長長・・発発達達ににつつ
いいててのの深深いい理理解解、、児児童童生生徒徒にに対対すするる教教
育育的的愛愛情情、、教教科科等等にに関関すするる専専門門的的知知識識、、
広広くく豊豊かかなな教教養養、、そそししててここれれららをを基基盤盤
ととししたた実実践践的的指指導導力力がが求求めめらられれまますす。。
そそのの上上でで、、教教員員のの身身分分やや仕仕事事はは法法規規にに
よよっってて定定めめらられれ、、守守らられれてていいまますす。。
日日々々のの学学校校ででのの教教育育活活動動もも法法規規にによよっっ
てて規規定定さされれ、、組組織織的的・・計計画画的的にに運運営営ささ
れれてていいまますす。。

＜教員研修用CBTを通して・・・＞
教教員員はは、、児児童童生生徒徒のの日日々々のの成成長長をを目目指指ししてて

取取りり組組んんででいいまますす。。
そそののたためめににはは、、ままずず、、児児童童生生徒徒がが教教員員にに信信

頼頼をを寄寄せせるるここととがが指指導導のの出出発発点点でであありり、、信信頼頼
はは全全ててのの教教育育活活動動のの基基盤盤でですす。。

日日常常生生活活上上ででああっっててもも社社会会規規範範をを守守るるこことと
はは当当然然ななががらら、、教教員員ととししててのの服服務務とと義義務務をを意意
識識しし、、法法令令順順守守のの下下、、児児童童生生徒徒ははももととよよりり、、
保保護護者者・・地地域域住住民民かかららもも信信頼頼さされれるるよようう期期待待
ししてていいまますす。。

学校

教員

※学校教育に特に関りが深い法規とは…
〇 日本国憲法
〇 教育基本法
〇 学校教育法
〇 学校教育法施行令
〇 学校教育法施行規則
〇 教育公務員特例法
〇 教育職員免許法
〇 地方公務員法 等

※※地地方方公公務務員員
法法第第3311条条かからら
3388条条にに、、８８つつ
のの服服務務義義務務をを
規規定定ししてていいまま
すす。。ここのの８８つつ
のの服服務務義義務務はは、、
３３つつのの職職務務上上
のの義義務務とと、、５５
つつのの身身分分上上のの
義義務務にに示示さされれ
てていいまますす。。
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②ＣＢＴの８つの領域の
解説から、学んだこと
を記載したことが反映
される。

①ＣＢＴの８領域の問題
１６問を解いて、設問
や選択肢から学んだこ
とや疑問、自分の考え
などを記載したことが
反映される。

時時間間ははＱＱ１１ととＱＱ２２合合わわせせてて
おおよよそそ１１００分分間間でですす！！
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北北海海道道教教育育大大学学『『教教員員研研修修用用教教育育実実践践力力向向上上CCBBTT』』
開開発発ププロロジジェェククトトチチーームム

副学⾧ 玉井康之
札幌校 学校臨床教授 東間義孝
札幌校 学校臨床教授 紺野宏子
札幌校 学校臨床教授 赤間幸人
旭川校 学校臨床教授 前田 雄
旭川校 学校臨床教授 吉田昌広
旭川校 准教授 山中謙司
釧路校 学校臨床教授 小澤一記
釧路校 学校臨床教授 秋保和久
釧路校 准教授 星 裕
函館校 学校臨床教授 鈴木 淳

アドバイザー 引地秀美
北海道教育大学教育研究支援部連携推進課
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北北海海道道教教育育大大学学『『教教員員研研修修用用教教育育実実践践力力向向上上CCBBTT』』
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アドバイザー 引地秀美
北海道教育大学教育研究支援部連携推進課
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【教員研修用 CBT】演習シートⅠ  

 

受講日 

 

 

受講番号 

 

 

学校名・氏名 

 

  

１１．．「「教教育育実実践践力力向向上上ＣＣＢＢＴＴ」」のの問問題題（（全全１１６６問問））にに取取りり組組んんででみみてて、、設設問問やや  

選選択択肢肢かからら学学んんだだここととやや疑疑問問、、自自分分のの考考ええななどどをを書書いいてておおききままししょょうう。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
２２．．「「教教育育実実践践力力向向上上ＣＣＢＢＴＴ」」のの８８つつのの領領域域のの解解説説かからら学学んんだだここととをを書書いいてて  

おおききままししょょうう。。 
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